
　吉田町には、昔から伝わっている様 な々年中行事や文

化財があります。どんなものがあるか調べてみましょう。

また、どのようにして生まれたのか、現代に残すためにど

んな工夫や努力をしているのか考えてみましょう。
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1　吉田町の年中行事

りん せん  じ ながふじ

たこ　あ

地域で受け継がれてきたもの8
つうち いき

春
林泉寺の長藤まつり
凧揚げまつり
みどりのオアシスまつり
チューリップまつり

みどりのオアシスまつり 凧揚げまつり

林泉寺の長藤まつり チューリップまつり

　吉田町は、国土交通省が整備した大井川川尻地区河

川防災ステーション内に水防活動を行う拠点として必要

な機能を備えた「吉田町水防センター」を整備しました。

⑨吉田町水防センターの整備
すい  ぼう

ねんちゅうむかし つた さま ざま ぎょう じ

しら

げん だい

く ふう ど りょく

のこ

ぶん

ざいか

こく    ど   こう  つう しょう か

せん かつ どう ひつ よう
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秋

冬

吉田町文化祭（10 月）
秋祭り（10 月）

吉田町はたちの集い（1 月）
吉田町駅伝大会（1 月）

小山城まつり（11 月）

【住吉神社・川尻神社・山王神社・大幡神社・神明宮・

大井神社・愛宕神社】

住吉神社夏祭り

山王神社

はたちの集い 駅伝大会

愛宕神社神明宮

北区　四屋台

住吉神社夏祭り　奴

川尻神社夏祭り 川尻神社夏祭り　奴

地蔵院の百万遍 花火大会

夏
川尻神社（八幡津島神社）夏祭り（７月）
住吉神社（片岡神社）夏祭り（8月）
地蔵院の百万遍（8月）
吉田町港まつり・花火大会（8 月）

つ  しまはち まんじんかわしり

すみよし かた おか

みなと

じゃ

えきでん

つど

さい こ やま じょう

じ  ぞう いん ひゃくまんべん

やっこ

おおはたじんじゃ しんめいぐう

おお い じん じゃ あた ご じん じゃ

さんのう じん じゃ
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東名高速
道路とう めいこ

う そく ど
う ろ

榛南幹線
はいなん

国道
150

号
こくど

う

ごう

吉田漁港
ぎょこう

東
名
川
尻
幹
線

と
う
め
い
か
わ
し
り
か
ん
せ
ん

湯
日
川

ゆ
　
い
が
わ

島田市
しま　　だ　　し

牧之原市
まき　　の 　 はら  　し

自彊小学校
じきょう 富士見橋

ふ   じ  み ばし

太平橋
たいへいばし

大
井
川

お
お
い
が
わ

中央小学校
ちゅうおう

吉田中学校

住吉小学校
すみよし

静岡県立
吉田特別支援学校

しずおかけんりつ

とくべつしえん

吉田IC

文化財とは・・・長い歴史の中で生まれ、はぐくまれ、今日まで守り伝えられてきた

　　　　　　　　貴重な国民的財産。

2　吉田町の文化財
ぶん   か    ざい

萬年のサツキ
まんねん

萬年の茶がま
まんねん

大熊備前守屋敷跡
おお くま び ぜんのかみやしき あと

条里制遺跡
じょうり せい い せき

和泉太夫使用の人形
い ず み だ ゆう し よう

刀・太刀・脇指
かたな た ち わきざし

鈴木養邦師の石橋
すず き ようほう し いし ばし

能満寺のソテツ
のうまん じ

長源寺の経塚
ちょうげんじ きょうづか

川本月下「梅花の図」
かわもと げっ か ばい か

の なか け しょぞう こ もんじょ

野中家所蔵の古文書

のうまん じ こ もん じょ

能満寺の古文書

のうまん じ がくさんごう じ ごう がく

能満寺の山号額・寺号額

能満寺原古墳
のう まん じ ばら こ ふん

こやまじょうせき

小山城跡

ほん じゅ じ き ぼ りゅう

本寿寺の木彫り龍

地蔵院の百万遍
じ ぞういん ひゃくまんべん

家康御陣場跡
いえやす ご じん ば あと

寺島川除地蔵の灯籠あげ
てらしまかわよけじぞう とうろう

林泉寺の十王像
りん　せん　じ じゅうおうぞう

かしらさんばん じん じゃしょぞう

三番神社所蔵の人形の首

みちしるべかわしり

川尻の道標

片岡神社（通称住吉神社）
船絵馬群

しゅいんじょうたけ だ し

武田氏の朱印状

国指定

県指定

町指定

し    てい

し    てい

し    てい

れき し

きちょう こくみんてきざいさん

まも つた

吉田町の文化財の詳細はこちら
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吉田町の文化財一覧
区分 名称 説明 指定日

国 能満寺のソテツ 日本三大ソテツの一つ。根まわり4.5mで、安
あべのせいめい

倍晴明や徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

な
どにまつわる伝

でん
説
せつ

が残っている。
大正13年（1924）12月9日

県 刀 源
みなもとのまさゆき

正行がつくった刀。 鎬
しのぎ

造
づく

りの最上作。 昭和31年（1956）10月17日

太刀 長
おさ

船
ふね

師
もろ

光
みつ

の名前が入った、 鎬造りの最上作。 昭和39年（1964）4月21日

脇指 江
え

戸
ど

時代の名工、 長
なが

曾
そ

祢
ね

乕
こ

徹
てつ

がつくった脇指。 昭和30年（1955）４月19日

町 家康御陣場跡 小山城をめぐる戦いで徳川家康が陣地を構えた所のあと地。 昭和39年（1964）4月1日

大熊備前守屋敷跡 初代小山城主大熊備前守が住んでいた建物があった所のあと地。
萬年の茶がま 徳川家康からもらったと伝

つた
えられている茶がま。

小山城跡 武
たけ

田
だ

軍
ぐん

が遠
えん

州
しゅう

をせめるためのきちとした城のあとで、 三
み

重
え

堀
ぼり

など
が残っており、 武田氏の城をつくるぎじゅつを見ることができる。

能満寺原古墳 吉田町の代表的な古
こ

墳
ふん

。
和泉太夫使用の人形

（その墓と関係文書）
吉田町出身の浄

じょ
瑠
うる

璃
り

師
し

が使用した、古浄瑠璃人形。

条里制遺跡 大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

の後に、 条里田
でん

があったとされる所。
萬年のサツキ 高さ2.5m、 周

しゅうい
囲34mの大サツキ。

鈴木養邦師の石橋 鈴木養邦師が自分のお金を出してかけた石橋。
長源寺の経塚 吉田町でただ一つの、文がきざまれている経塚。

※経塚…仏
ほとけ

の教えが書かれた文書を地下にうめた場所。
昭和48年（1973）4月1日

地蔵院の百万遍 江戸時代初
しょ

期
き

から続
つづ

く行
ぎょうじ

事で、悪
あく

疫
えき

退
たい

散
さん

を願
ねが

って、地域の人々に
よって続けられている行事。

昭和53年（1978）2月9日

野中家所蔵の古文書 江戸時代初期の下
しも

吉
よし

田
だ

村
むら
（今の住吉地区）において、土地を調べた

記
き

録
ろく

。
昭和56年（1981）2月10日

三番神社所蔵の人形の首 江戸時代中期より後の浄瑠璃の代
だい

表
ひょう

的
てき

な首。
武田氏の朱印状 武田氏が遠州で発行した最

さい
初
しょ

の朱印状。
※朱印状…戦

せん
国
ごく

時代の大
だいみょう

名が自分のりょう地で力を示すために
使った文書のこと

能満寺の古文書 戦国時代末
まっ

期
き

から江戸時代初期の能満寺の書類
るい

。 昭和57年（1982）5月3日

本寿寺の木彫り龍 大きな一本の楠
くすのき

の木が使われている、写実的な木彫りの龍。 昭和63年（1988）6月1日

寺島川除地蔵の灯籠あげ 水の事故でなくなった人のたましいをしずめるとともに、洪
こう

水
ずい

の被
ひ

害
がい

からまぬがれることを願い、地域の人々によって続けられている
行事。

平成3年（1991）12月1日

能満寺の山号額・寺号額 黄
おう

檗
ばく

宗
しゅう

万
まん

福
ぷく

寺
じ

第5代の高
こう

僧
そう

高
こう

泉
せん

性
しょう

潡
とん

が書いたかん板であり、寺の
表札として、またれきし的にもかちのあるものである。

平成5年（1993）8月1日

川本月下「梅花の図」 吉田町に住んでいた墨
ぼく

梅
ばい

画
が

の第一人者である、川
かわ

本
もと

月
げっ

下
か

が年老
お

い
てから作った名作。

平成8年（1996）5月31日

林泉寺の十王像 十王思想にもとづく、 今も残
のこ

っているかちのある十王像。 平成14年（2002）12月2日

川尻の道標 江戸時代の大きな道標であるとともに、なくなった人が安らかにね
むれるようにという願いもこめて、立てられたもの。

平成19年（2007）5月29日

片岡神社（通称住吉神社）
船絵馬群

江戸時代から明
めい

治
じ

時代におさめられた船絵馬11点で、その当時の
漁業に関

かか
わる人々の信

しん
仰
こう

を知ることができる。
令和2年（2020）3月25日



　吉田町にはたくさんの年中行事や文化財があること

がわかりましたね。それぞれの年中行事や文化財のも

つ意味を考えたり、地域の人々の願いを考えたりして、

受け継いでいくために自分たちには何かできるのか考え

てみましょう。

　年中行事や文化財を守るために努力している人は
他にもいるかな？

93 94

3　年中行事や文化財を受け継いでいくために
つうぶん か ざいねんちゅうぎょう じ

　わたしたちは、吉田町にある歴史的、文
化的に価値が高いものを、文化財として登
録し、それを広め、守る活動をしています。
 文化財は、地域の財産であり、人々の心を
豊かにしてくれる「心の財産」でもあります。

　住吉神社では、毎年、神様のための
お祭りを行っています。たくさんの人
が参加してくれますが、なやみもあり
ます。それは「奴」を担当する人が少
なくなっていることです。使う奴は、
大きい物で全長３２８ｃｍ、重さ２７ｋｇ
にもなります。

い み ち いき ひと びと ねが

か　 ち

れき

ゆた

まいとし かみさま

まつ

さん

つか

もの ぜん ちょう

か

てき

まも かつどう

とう

ざい さん

たん とう

てきし

ど

ほか

りょく

文化財保護審議会会長
松澤さんのお話

ぶんかざい ほ ごしんぎかいかいちょう

住吉神社宮司
松浦さんのお話

ぐうじ

ろく

能満寺の大ソテツ

　能満寺のソテツは国の天然記念物に指定されており、

日本の三大ソテツの一つに数えられる。樹齢は１０００年

以上と言われている。

てん ねん  き   ねん  ぶつ

じゅ れい

し てい

い じょう

　今から１０００年以上前に安倍晴明と

いう人物が、流れ着いている大蛇を見つ

けた。ていねいに土に埋め、その上にソ

テツを植えたところ、まるで大蛇のように

大きく曲がりくねって成長したという。

「大蛇とソテツ」の伝説
せい

じんぶつ なが つ

う

う

ま せいちょう

めいあべの

だい  じゃ でん  せつ

約２００年前の木版画

はじ

つづ

　初めて、このソテツを見たとき、「大きいなあ。」と声が出て
しまいました。私が能満寺に来てからも、どんどん成長してい
ます。
　樹齢１０００年以上ともいわれ、とても貴重なものです。これか
らもずっと守り続けていかなければならないと思っています。

のう まん じ おお

やく もくはん が
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いう人物が、流れ着いている大蛇を見つ

けた。ていねいに土に埋め、その上にソ

テツを植えたところ、まるで大蛇のように

大きく曲がりくねって成長したという。

「大蛇とソテツ」の伝説
せい

じんぶつ なが つ

う

う

ま せいちょう

めいあべの

だい  じゃ でん  せつ

約２００年前の木版画

はじ

つづ

　初めて、このソテツを見たとき、「大きいなあ。」と声が出て
しまいました。私が能満寺に来てからも、どんどん成長してい
ます。
　樹齢１０００年以上ともいわれ、とても貴重なものです。これか
らもずっと守り続けていかなければならないと思っています。

のう まん じ おお

やく もくはん が

1



　下にある写真は、吉田町を空から写したものです。四

角い池のようなものがあるのがわかりますか。これらは

すべてうなぎを育てるための養鰻池なのです。吉田町が

うなぎで有名なことはみなさんも知っていますね。

1　うなぎの養殖の始まり

　どのようにし
て、吉田町でう
なぎの養殖がさ
かんになったの
かな。

昔から今へと続くまちづくり9
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ようしょく はじ

⑴　うなぎの町、吉田町

★文化財の年表

古代

約1700年前～

中世

約900年前～

近世

約400年前～

近代

現代

約150年前～

古代の田地の制度を
示す史跡。
「吉田たんぼ」が1000
年以上前からあったこ
とがわかる。

1400年以上前に築かれたとさ
れる古墳（有力者の墓）

武田氏が遠州攻略の拠点と
してきずいた城。
城は復元されたものである
が、当時作られた掘は現存し
ている。

江戸時代に行われた
浄瑠璃で使われたと
される人形。

鈴木養邦師が吉田町に寄付した石橋。
当時の吉田町は、丸太橋がかかって
いたが、養邦師の寄付により、石橋に
架けかえられた。

せい どでん ち

しせきしめ

いじょう

しせき

えんしゅうこうりゃく きょてん

ふくげん

たけだ し

しろ

とうじ ほり げんそん

じょうる   り つか

能満寺原古墳（飛鳥時代）

能満寺のソテツ
（鎌倉時代といわれている）

条里制遺跡（飛鳥時代）

家康御陣場跡（戦国・安土桃山時代）

和泉太夫使用の人形（江戸時代）

小山城跡（戦国・安土桃山時代）

鈴木養邦師の石橋（明治時代）

徳川家康が陣
をおいたとさ
れる史跡

とくがわいえやす じん

こ やま じょうせき

いずみ だゆう し よう

すず き よう ほう し いし ばし めい じ

き

まる た ばし

か

ふ

昔の養鰻池

現在はビニールハウスで行われています
げんざい

よう まん  いけ

しゃ

そだ

ゆう めい

うつしん

ねんぴょう

やく

こ だい

ちゅう せい

きん せい

きん だい

げん だい

のう まん じ はら こ

かま くら

いえ やす ご じん ば あと せん ごく あ づち もも やま

ふん じょう り せい い せきあ す か じ だい

むかし つづ


